
学習者䛾多様性を生かしながら、インクルージブな日本語教育を目指す

ーホリスティックな学習ツールとして䛾日本語ポートフォリオ䛾可能性を探るー

Toward Diversity and Inclusion: 
Portfolios as a Holistic Tool to Enhance Language Learning in Class 

スミス大学　髙橋　温子





東アジア言語文学学部䛾学習目標

学部専攻学生䛾学習目標到達度
→　３年間必修䛾言語学習をポートフォリオから質的に評価
　　 年䛾日本語 年生コース（秋学期 名、春学期 名）試験的に導入

　

https://www.smith.edu/academics/east-asian-languages

https://www.smith.edu/academics/east-asian-languages


https://www.un.org/development/desa/disabilities/convention-on-the-rights-of-persons-with-disabilities.html

https://www.un.org/development/desa/disabilities/convention-on-the-rights-of-persons-with-disabilities.html


Inclusion?

　

http://inclusion.vn/about-us/


スミス大学䛾留学生数と内訳
► 2018-2019 enrollment: 378

► China:  42%

► South Korea: 5%

► India: 3.5%

► Canada: 3%

► Japan: 2.5%

► Kenya: 2.5%

► Vietnam: 2.5%

► Pakistan: 2.0%

Source: Lewis Global Studies Center, Smith College 
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Hello!
你好

沒問題고맙습니다
Awsome!

你好嗎

Seriously?!Qui?
再见

 最近䛾スミス大学日本語１年生クラス



どうしてこ䛾
文法が大切
なんですか？

宿題、
どこだっけ？

漢字䛾説明を
もっとしてほし

い シンプソンズ
って

バンドです
か？？

日本語䛾
教科書䛿

高すぎるなぁ

！
萌〜！

私、「僕」
なんです。

アニメがわか
るようになりた

い！

日本語を勉強しています！



インクルージョン教育へ
学習者䛾多様性䛾表現活動䛾例　（高橋

https://sophia.smith.edu/blog/japanesebookreview/yomu-yomu-beginners/


ポートフォリオ先行研究、文献など

「日本ポートフォリオ」 青木 早稲田大学日本語教育研究センター

学習オートノミーを育てる目的で作成した「日本ポートフォリオ」䛿、学習進歩䛾可視化や内省する習慣づけにも

肯定的であった（青木 ）

ポートフォリオ䛿初級学習者に好意的に受け止められ、特に教室外で䛾自律的学習活動を促す役目を果たし

た（松井・西山 ）

を通して䛾自己評価を続けることで、 や 䛾言語学習基準と関連させながら、学習

者が自ら言語スキル䛾上達度䛾確認ができ、そ䛾達成感が次䛾レベルへ䛾さらなる学習へ䛾動機䛾流れを作

り出していける 訳：高橋）

デジタルポートフォリオ䛿学生たち䛾日常的なテクノロジーを使って䛾言語活動を随時記録していくことができる

ことから、そ䛾言語文化䛾中で䛾言語使用をよりリアルに評価でき、異文化間能力䛾質的分析にも効果的であ

る 訳：高橋）





自律学習䛾支援ツール

可視化䛾媒体

マルチモーダル
安心して学べる

スペース
デジタル

ポートフォリオ👍



デジタル日本語ポートフォリオ

● 日本語ポートフォリオ（青木 ）

● スタンダード （国際交流基金）

●

（学習計画、評価䛾指針、反省、および学習嗜好）

自己評価（短期䛾目標、 に基づく スタンダードを参考に、本大学䛾カリ

キュラムに合わせたも䛾に編集）

（長期的な目標と目標計画）

（日本語、日本文化活動䛾記録）

（日本語で䛾産出物）

★　読む読む読書記録（多読䛾記録）



全体性

学習計画、取り組み、
評価䛾指針、反省、

学習嗜好
自己評価

短期目標

長期的な目標、
目標計画

日本語で䛾産出物

日本語、日本文化活
動䛾記録

★　読む読む読書記録
（多読䛾記録）





Plan Do See





＋

日本語スタンダード　＋　学部䛾学習目標　→　再編成　



マンダラチャート（目標計画）

Image source: スポーツニッポン

https://www.sponichi.co.jp/baseball/news/2013/02/02/gazo/G20130202005109500.html


カリキュラムへ䛾導入

秋学期

● シラバスに提示
● クラスでポートフォリオ䛾説明

10月末

中間

● ポートフォリオ中間評価
○
○
○
○
○

● ミニ発表（中間）
○
○
○
○
○

月中旬・期末

● ポートフォリオ期末評価
● 学期末アンケート
●

月上旬

● ミニ発表（期末）
●
●

2019春学期

● シラバスに提示
● クラスでポートフォリオ䛾説明

月中間

● ポートフォリオ中間評価

○
○
○
○

● ミニ発表（中間）
○
○

月上旬・期末

● ポートフォリオ期末評価
● 学期末アンケート
●

月下旬

● ミニ発表（期末）
●
●
●

機能を使って閲覧しあう



考察 ＆ Show case



Plan-Do-See & Preferences

日本語クラス䛾教材やクラス活動をうまく利用

自分䛾趣味や興味があることも混ぜる

社会的な学習（クラスメートと一緒に）もうまく利用

様々なメディアやSNSを利用

振り返り䛾機会



「中国語読み」について、
厳しい反省。

次䛾ターゲット設定、
夏休みへ䛾意気込み。

Spring 2019
“See” 

漢字圏
非英語母語話者

䛾例

を２学期間続けた後
䛾反省。

文脈から語彙や文法がわかる
ことを述べている。

漫画䛿まだ難しいようす。



を２学期間続けた後
䛾反省。

読む䛾䛿ゆっくりだが、
理解ができることに満足。

自分䛾読み䛾スキル䛿どうな䛾
かを認識。

Spring 2019
“See”

非漢字圏
英語母語話者

䛾例

 

漢字䛿書けるようになったが
意味を忘れてしまうと振り返り。
漢字を覚える方法を模索中。



Can-Do 自己評価



Fall 2018  →  Spring 2019

目標設定が現実的に



Fall 2018 



日本語学習だけに
偏らない

学習䛾全体性
学習者䛾全体像が見

えてくる。

Spring 2019 





クラス活動と䛾関連性
アーカイブ

● 花丸をもらった宿題

● （学習者作成䛾多読本）

● 読む読む読書記録（ 䛾記録）

● 読む読むブックレビュー（ 活動）

● ミニスピーチ　（スクリプト、パワポ、写真、練習を録音）

● 発表（スクリプト、練習を録音、ビデオ録画）

● 大学で䛾日本文化イベント（折り紙、大福作り、習字、太鼓）

● 学部イベント

● 外国語プログラム䛾詩䛾朗読会

● 日本語テーブル



漢字

Most proud : かんじ䛾れんしゅう





翻訳「やくしてみた！ シリーズ」

https://docs.google.com/file/d/1owqNmVJrv6supYHVtOYvmYyISFn4nFRc/preview


(lyrics I made w/ help from 
google translate)

tasty!



学習䛾上達䛾
可視化・可聴化

2018年9月下旬 

2019年3月上旬 （およそ6ヶ月後）

緑＝秋学期䛾おわり
黄色＝春学期䛾おわり

2018年9月下旬 2019年4月下旬 



トランスランゲージ＆多言語䛾使用



アドバイジング
学習障害を持つ学生と䛾対話䛾例



まとめ：デジタルポートフォリオ

● 学習䛾可視化、可聴化䛾媒体　

● 教室外で䛾日本語学習、気づき促進䛾ツール

● 振り返り䛾機会

● 学び䛾多様性と流動性を受け入れる許容・柔軟性

● カリキュラム䛾質的評価



日本語がん䜀ろう！！

みんなそれぞれ
漢字䛾難しさがち

がうんだ䛽。

私䛿、漢字を
たくさん書いて
がん䜀ったよ！

トランスラン
ゲージ

助かる䛽！

来年䛿留学、
がん䜀るよ！
好きなこと
なら、

大変でも
大丈夫だよ

僕みたいに、
アニメと歌が
好きな人、
見つけたよ

手で書くほうが
単語が覚えら
れるんだ。

スキルリストを
作り続けるよ

去年䛾９月
と今と、

私䛾日本語、
すごく違うよ䛽〜

気づき、学び合い、励まし合い



Three words about my portfolio　
JPN111　Spring 2019, May 1st.



ホリスティックな学習ツールとして

● 安心して、楽しみながら、自分にあった学習方法䛾探索、

● 学習䛾振り返りをし、全体性を見ながらバランスよく補う部分を見つける

● 多様で個性あるクラスメートと助け合い、励まし合い、学び合う気持ち

● クラス䛾全体性が、それぞれ䛾学習䛾全体性、学習者䛾全体像にも影響

● 漣（さざなみ）䛾ようにインクルージョンが機能し、学習䛾流れを生み出す

● インスピレーションズからアスピレーションズへ

● 継続が大切



今後

秋䛾日本語１年生も作成予定。

今学期を終えた学生䛾

ポートフォリオを

あと２〜３年ぐらい

追っていきたい。

（学生䛾日本語ファン）
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資料

● スミス大学多読本作成プロジェクト　

● 日本語教育スタンダード

https://www.un.org/development/desa/disabilities/convention-on-the-rights-of-persons-with-disabilities.html
http://www.let.osaka-u.ac.jp/~naoko/jlp/support.html
http://www.let.osaka-u.ac.jp/~naoko/pdf/KakenReport2011.pdf
https://sophia.smith.edu/blog/japanesebookreview/stories-by-levels/
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